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大学院地理学分野 目次

国士舘大学

ページ 科目名称 年度 開講期 曜日 時限 単位数 教員氏名漢字 授業形態

1 地理・地域論演習１Ⅰ 2020 通年 水 6 4 加藤 幸治 演習

3 地理・地域論演習１Ⅱ 2020 通年 水 7 4 加藤 幸治 演習

5 地理・地域論特論１ 2020 通年 火 3 4 加藤 幸治 講義

7 地理・地域論演習２Ⅰ 2020 通年 土 1 4 内田 順文 演習

9 地理・地域論演習２Ⅱ 2020 通年 土 2 4 内田 順文 演習

11 地理・地域論研究１ 2020 通年 土 3 4 内田 順文 講義

13 地理・地域論演習３Ⅰ 2020 通年 火 2 4 岡島 建 演習

15 地理・地域論演習３Ⅱ 2020 通年 火 3 4 岡島 建 演習

17 歴史地理学特論１ 2020 通年 火 4 4 岡島 建 講義

19 地理・地域論演習４Ⅰ 2020 通年 水 1 4 佐々木 明彦 演習

21 地理・地域論演習４Ⅱ 2020 通年 水 2 4 佐々木 明彦 演習

23 地理・地域論実習１ 2020 通年 火 1 4 佐々木 明彦 講義（実習）

26 地理・地域論演習５Ⅰ 2020 通年 月 4 4 ⾧谷川 均 演習

28 地理・地域論演習５Ⅱ 2020 通年 月 5 4 ⾧谷川 均 演習

30 地理・地域論実習２ 2020 通年 4 ⾧谷川 均 講義（実習）

32 地理・地域論演習６Ⅰ 2020 通年 木 3 4 磯谷 達宏 演習

35 地理・地域論演習６Ⅱ 2020 通年 木 6 4 磯谷 達宏 演習

37 地理・地域論研究３ 2020 通年 水 1 4 磯谷 達宏 講義

39 地理・地域論特論２ 2020 通年 金 2 4 中川 秀一 講義

41 地理・地域論特論３ 2020 通年 水 1 4 鈴木 毅彦 講義

集中講義
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駒澤大学

ページ 科目名称 年度 開講期 曜日 時限 単位数 教員氏名漢字 授業形態

43 地理学特講Ⅰ 2020 通年 火 3 4 橋詰 直道 講義

46 地理学特講Ⅰ 2020 通年 月 4 4 橋詰 直道 演習

49 自然地理学特講Ⅰ 2020 通年 月 4 4 鈴木 秀和 講義

52 自然地理学特講Ⅰ 2020 通年 月 3 4 鈴木 秀和 演習

55 自然地理学特講Ⅱ 2020 通年 金 3 4 平井 幸弘 講義

58 自然地理学特講Ⅱ 2020 通年 金 1 4 平井 幸弘 演習

61 自然地理学特講Ⅲ 2020 通年 火 5 4 柳田 誠 講義

64 人文地理学特講Ⅱ 2020 通年 月 2 4 佐藤 哲夫 講義

67 人文地理学特講Ⅱ 2020 通年 月 1 4 佐藤 哲夫 演習

70 人文地理学特講Ⅲ 2020 通年 土 3 4 王尾 和寿 講義

73 人文地理学特講Ⅴ 2020 通年 月 4 4 小田 匡保 講義

76 人文地理学特講Ⅴ 2020 通年 月 3 4 小田 匡保 演習

79 地誌学特講Ⅰ 2020 通年 木 2 4 高橋 健太郎 講義

82 地誌学特講Ⅰ 2020 通年 木 3 4 高橋 健太郎 演習

85 地誌学特講Ⅲ 2020 通年 金 3 4 小野 映介 講義

88 地誌学特講Ⅲ 2020 通年 金 2 4 小野 映介 演習

91 地図学特講Ⅰ 2020 通年 水 4 4 田中 靖 講義

94 地図学特講Ⅰ 2020 通年 水 3 4 田中 靖 演習

97 地域文化研究特講Ⅱ 2020 通年 木 1 4 須山 聡 講義

100 地域文化研究特講Ⅱ 2020 通年 水 2 4 須山 聡 演習

103 地域環境研究特講Ⅰ 2020 通年 金 1 4 鈴木 重雄 講義

106 地域環境研究特講Ⅰ 2020 通年 火 3 4 鈴木 重雄 演習

109 地域環境研究特講Ⅱ 2020 通年 金 2 4 江口 卓 講義

112 地域環境研究特講Ⅱ 2020 通年 金 3 4 江口 卓 演習

115 地域調査特講 2020 前期 金 2 2 須山 聡 講義

117 地域評価特講 2020 後期 金 2 2 須山 聡 講義
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最終更新⽇︓2020/02/19

地理・地域論演習１Ⅰ
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽔6

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031100 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習１Ⅰ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 1 Ⅰ

担当教員 加藤 幸治

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード  経済地理学の演習

授業の概要・ねらい

 修⼠課程１年の学⽣を対象として，経済地理学または関連分野の⽂献（図書，論⽂）の輪読を通じて，経済地理学の理論と⽅法をより深く学ぶ．⽂献
にはフィールドワークに関係する⽂献を含み，多くのフィールドワークの実践例を読むことで，フィールドワークをもとにした論⽂・報告の組み⽴て
⽅，実践的な論⽂作成⽅法を学ぶ．それを通じて，夏・春休み等を利⽤して実施するフィールドワークに関する研究や実践，まとめに関する議論も⾏
う．

到達⽬標  経済地理学的に対象事象について説明できる

教科書と準備するもの  受講⽣との相談により決定する

参考書  適宜指⽰する

評価の基準  経済地理学に関する適切な質問や説明ができる

具体的評価⽅法  平常点（80-100％）とレポート（0-20％）

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
 専⾨的な演習であればこそ，受講者の積極的な取り組みがなければ成⽴しない授業である．受講者の積極的な取り組みを期待したい．

単位互換

特記  とくになし

授業計画

第1回

内容  ガイダンス

第16回

内容  秋期ガイダンス

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
 内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
 内容確認

授業実施特記 授業実施特記

第2回

内容  研究課題構想

第17回

内容  夏期調査報告１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備
 討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第3回

内容  卒業論⽂内容発表

第18回

内容  夏期調査報告２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表者は発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第4回

内容  卒業論⽂内容発表

第19回

内容  輪読と討論７ 調査のまとめ⽅１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表者は発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第5回

内容  輪読と討論１

第20回

内容  輪読と討論８ 調査のまとめ⽅２ 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第6回

内容  輪読と討論２

第21回

内容  輪読と討論９ 分析

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記
第7回 内容  輪読と討論３ 第22回 内容  修⼠論⽂構想

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂構想へのその
反映
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授業実施特記 授業実施特記

第8回

内容  輪読と討論４ 地域調査事例の研究１

第23回

内容  輪読と討論10

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第9回

内容  輪読と討論５ 地域調査事例の研究

第24回

内容  輪読と討論11

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第10回

内容  輪読と討論６ 地域調査事例の研究３ 

第25回

内容  輪読と討論12 調査計画１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第11回

内容  修⼠論⽂研究の構想１ 問題意識の設定に関する討論 

第26回

内容  輪読と討論13 調査計画２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第12回

内容  修⼠論⽂研究の構想２ 野外調査に関する質疑と討論

第27回

内容  輪読と討論14 調査実務について

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第13回

内容  論⽂の輪読と討論１ 修論構想をふまえて

第28回

内容  修⼠論⽂テーマに関する質疑と討論１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理とその研究への反映

授業実施特記 授業実施特記

第14回

内容  論⽂の輪読と討論２ 修論構想をふまえて

第29回

内容  修⼠論⽂テーマに関する質疑と討論２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備
 討論内容確認・整理とその研究への反映

授業実施特記 授業実施特記

第15回

内容  春期のまとめと夏期調査予定等の確認

第30回

内容  まとめ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備
 討論内容確認・整理
 春期の内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 内容確認
 演習全体を内容反復と⾃⼰的集約

授業実施特記 授業実施特記
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最終更新⽇︓2020/02/19

地理・地域論演習１Ⅱ
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽔7

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031200 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習１Ⅱ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 1 Ⅱ

担当教員 加藤 幸治

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード  経済地理学の演習

授業の概要・ねらい

 修⼠課程２年の学⽣を対象として，経済地理学または関連分野の⽂献（図書，論⽂）の輪読を通じて，経済地理学の理論と⽅法をさらに深く学ぶ．⽂
献にはフィールドワークに関係する⽂献を含み，多くのフィールドワークの実践例を読むことで，フィールドワークをもとにした論⽂・報告の組み⽴て
⽅，実践的な論⽂作成⽅法を学ぶ．それを通じて，実施する修⼠論⽂に関わるフィールドワークに関する研究や実践，研究のまとめに関する議論も⾏
う．

到達⽬標  研究内容について経済地理学的に説明できる．

教科書と準備するもの  とくになし

参考書  適宜指⽰する

評価の基準  経済地理学に関する適切な説明やまとめができる．

具体的評価⽅法
 平常点（100％） 
 授業内容は修⼠論⽂そのものに反映されるため

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
 専⾨的な演習であればこそ，受講者の積極的な取り組みがなければ成⽴しない授業である．受講者の積極的な取り組みを期待したい．

単位互換

特記  とくになし

授業計画

第1回

内容  ガイダンス

第16回

内容  秋期ガイダンス

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
 内容確認

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
 内容確認

授業実施特記 授業実施特記

第2回

内容  研究課題構想

第17回

内容  夏期調査報告１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第3回

内容  研究進捗状況発表

第18回

内容  夏期調査報告２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表者は発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第4回

内容  研究進捗状況発表

第19回

内容  輪読と討論７ 調査のまとめ⽅１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表者は発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第5回

内容  輪読と討論１

第20回

内容  輪読と討論８ 調査のまとめ⽅２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記

第6回

内容  輪読と討論２

第21回

内容  輪読と討論７ 分析

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業実施特記 授業実施特記
第7回 内容  輪読と討論３ 第22回 内容  修⼠論⽂中間発表

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂へのその反映
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授業実施特記 授業実施特記

第8回

内容  輪読と討論４ 地域調査事例の研究１

第23回

内容  修⼠論⽂進捗状況報告１ 分析内容1

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂へのその反映

授業実施特記 授業実施特記

第9回

内容  輪読と討論５ 地域調査事例の研究２

第24回

内容  修⼠論⽂進捗状況報告２ 分析内容2

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂へのその反映

授業実施特記 授業実施特記

第10回

内容  輪読と討論６ 地域調査事例の研究３ 

第25回

内容  修⼠論⽂進捗状況報告３ 展開⽅法・論理１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂へのその反映

授業実施特記 授業実施特記

第11回

内容  修⼠論⽂研究の内容確認１ 問題意識の設定に関する討論

第26回

内容  修⼠論⽂進捗状況報告４ 展開⽅法・論理１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂へのその反映

授業実施特記 授業実施特記

第12回

内容  修⼠論⽂研究の構想２ 野外調査に関する質疑と討論

第27回

内容  修⼠論⽂進捗状況報告５ 論理構成１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂へのその反映

授業実施特記 授業実施特記

第13回

内容  論⽂の輪読と討論１ 修論内容発表と討論をふまえて

第28回

内容  修⼠論⽂進捗状況報告６ 論理構成２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂へのその反映

授業実施特記 授業実施特記

第14回

内容  論⽂の輪読と討論２ 修論内容発表と討論をふまえて

第29回

内容  修⼠論⽂進捗状況報告７ 確認

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 輪読⽂献を読む、レポーターは発表準備 
 討論内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理と修⼠論⽂へのその反映

授業実施特記 授業実施特記

第15回

内容  春期のまとめと夏期調査予定等の確認

第30回

内容  まとめ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

 発表準備 
 討論内容確認・整理 
 春期の内容確認・整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
 内容確認

授業実施特記 授業実施特記
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最終更新⽇︓2020/02/19

地理・地域論特論１
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽕3

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071005100 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論特論１
英⽂授業名 Special Studies in Geography ant Regional Studies 1

担当教員 加藤 幸治

授業形態
講義

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード  経済地理学

授業の概要・ねらい

 「サービス経済化」が進展するとともに，グローバル化が本格化するなかでの，企業・産業の地理的展開について経済地理学的視点から捉える⽅法を
考えていくことが⽬的となる．担当者の専⾨から製造業〜サービス業，とりわけ事業所サービス業や公共サービス業に焦点をあてた講義が展開されるこ
とになろう． 
 経済地理学に関する内容であれば、受講者の積極的な希望により講義内容を⼤幅に変更する場合もある．

到達⽬標  経済地理学的思考にもとづいて考え、説明することができるようになる．

教科書と準備するもの  受講⽣との相談により設定する場合がある．

参考書  適宜指⽰する

評価の基準  経済地理学的思考ができる．

具体的評価⽅法
 平常点とレポートにより評価する。 
 平常点 講義に関する質問や発⾔内容・回数（60-80％） 
 レポート（20-40％）

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
 受講者の積極的な取り組みを期待したい．

単位互換

特記  とくになし

授業計画

第1回

内容 ガイダンス 講義内容の相談

第16回

内容 秋期ガイダンス

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認

授業実施特記 授業実施特記

第2回

内容 経済学の基礎知識の確認

第17回

内容 中⼼地理論

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第3回

内容 経済地理学の課題と⽅法１

第18回

内容 クリスタラーの中⼼地理論１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第4回

内容 経済地理学の課題と⽅法２

第19回

内容 クリスタラーの中⼼地理論２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第5回

内容 経済地理学の課題と⽅法３

第20回

内容 クリスタラーの中⼼地理論とその応⽤

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第6回

内容 地域構造論の⽅法と課題

第21回

内容 「サービス⽴地論」のために

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記
第7回 内容 地域構造論の成果と課題 第22回 内容 サービス経済化の歴史的展開

授業時間外におけ
る学修（予習・復

講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般 授業時間外におけ
る学修（予習・復

講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般
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習等） 習等）
授業実施特記 授業実施特記

第8回

内容 ⽴地論とは

第23回

内容 サービス経済化の捉え⽅

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第9回

内容 チューネンの農業⽴地論

第24回

内容
⽇本におけるサービス経済化の進展とその地理
的特徴

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第10回

内容 チューネン理論の応⽤１

第25回

内容 サービス経済化と都市の階層構造

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第11回

内容 チューネン理論の応⽤２

第26回

内容 地⽅圏におけるサービス業の⽴地とその実態

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第12回

内容 チューネン圏と都市の地価

第27回

内容 地⽅中枢都市における情報サービス業の展開

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第13回

内容 ウェーバーの⼯業⽴地論

第28回

内容 情報サービスの地域的循環

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第14回

内容 ウェーバー理論の適応とその限界

第29回

内容 サービス消費機会の地域的格差

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義内容の確認、不明事項の確認など復習⼀般

授業実施特記 授業実施特記

第15回

内容 まとめ 経済地理学の理論と⽴地論

第30回

内容 まとめ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
まとめをふまえたレポート作成

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義全体にわたる内容の確認など復習⼀般
それを踏まえたレポートを課す場合がある

授業実施特記 授業実施特記
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最終更新⽇︓2020/02/19

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⼟2

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031300 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習２Ⅰ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 2 Ⅰ

担当教員 内⽥ 順⽂

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 修⼠論⽂執筆のための基本的な⽅法を実践的に学ぶ

授業の概要・ねらい

修⼠論⽂作成の１年⽬にあたり、当該分野のフィールドワークに関係する論⽂を定期的に読み、その論⽂の内容について、発表・討論することで、論⽂
作成に関わる研究計画・調査・分析・論⽂執筆の基本的な⽅法を実践的に学ぶ。また、休暇や週末を利⽤して実施する野外調査に関する計画や実践、調
査結果のまとめや分析に関する議論も⾏う。これによって、修⼠論⽂作製の⽬的意識や研究テーマを具体的に確定し、データ収集のために必要な地域調
査と結果の分析する⽅法を学ぶ。

到達⽬標 論⽂作成に関わる研究計画・調査・分析・論⽂執筆の基本的な⽅法について理解する。

教科書と準備するもの 必要に応じて、適宜指⽰する。

参考書 必要に応じて、適宜指⽰する。

評価の基準 ①しっかりと論⽂を読み、発表できたか、②教員との間で的確な討論ができたか、の２点によって評価する。

具体的評価⽅法 発表内容（60％）と討論の内容（30％）、授業中の態度（10％）。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
論⽂の作成に必要な知識と技術を⾝につけられるよう、丁寧に指導します。

単位互換

特記

授業計画

第1回

内容

ガイダンス
備考）講義の内容は、受講者のテーマに応じて内容を変更するた
め、授業計画に詳細は記載しない。⽂献研究の内容をもとに、週
末などを利⽤した野外調査や地域調査を実施する。第23回以降の
講義では、受講者が実施するフィールドワークの計画から実施、
およびその結果の分析について具体的に討論を⾏う。   第16回

内容 地域調査に関する資料の収集についての討論

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レ
ジュメの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第2回

内容 ⽂献の発表と討論

第17回

内容 ⽂献の発表と討論

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レ
ジュメの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第3回

内容 ⽂献の発表と討論

第18回

内容 ⽂献の発表と討論

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レ
ジュメの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第4回

内容 ⽂献の発表と討論

第19回

内容 ⽂献の発表と討論

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レ
ジュメの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第5回

内容 ⽂献の発表と討論

第20回

内容 地域調査に関する資料の紹介と討論

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レ
ジュメの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第6回

内容 ⽂献の発表と討論

第21回

内容 ⽂献の発表と討論

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レ
ジュメの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記
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第7回 内容 ⽂献の発表と討論 第22回 内容 ⽂献の発表と討論

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レ
ジュメの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第8回

内容 ⽂献の発表と討論

第23回

内容 地域調査の事例研究１ 計画

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（地域調査計画の作成、レジュ
メの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第9回

内容 ⽂献の発表と討論

第24回

内容 地域調査の事例研究２ 計画

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（地域調査計画の作成、レジュ
メの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第10回

内容 ⽂献の発表と討論

第25回

内容 地域調査の事例研究３ 計画の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（地域調査計画の作成、レジュ
メの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第11回

内容 ⽂献の発表と討論

第26回

内容 地域調査の事例研究４ 調査実務

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（地域調査計画の作成、レジュ
メの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第12回

内容 ⽂献の発表と討論

第27回

内容 地域調査の事例研究５ 調査実務

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（地域調査計画の作成、レジュ
メの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第13回

内容 ⽂献の発表と討論

第28回

内容 地域調査の事例研究６ 調査結果のまとめ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（地域調査計画の作成、レジュ
メの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第14回

内容 ⽂献の発表と討論

第29回

内容 地域調査の事例研究７ 分析

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（論⽂の選定、論⽂の講読、レジュメの作成）を
⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（地域調査計画の作成、レジュ
メの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第15回

内容 夏期休暇中の野外調査計画に関する討論

第30回

内容 地域調査の事例研究８ 報告書の作成

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
夏期休暇中の課題の遂⾏。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（地域調査計画の作成、レジュ
メの作成）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

8



最終更新⽇︓2020/02/19

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⼟1

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031400 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習２Ⅱ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 2 Ⅱ

担当教員 内⽥ 順⽂

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 修⼠論⽂の作成

授業の概要・ねらい
修⼠論⽂作成の２年⽬にあたり、論⽂作成に関わる研究計画・調査・分析・論⽂執筆について、発表・討論する。また、休暇や週末を利⽤して実施する
野外調査に関する計画や実践、調査結果のまとめや分析に関する議論も⾏う。これによって、修⼠論⽂執筆までの過程を実践的に学ぶ。

到達⽬標 しっかりとした修⼠論⽂を作成する。

教科書と準備するもの 必要に応じて、適宜指⽰する。

参考書 必要に応じて、適宜指⽰する。

評価の基準 ①しっかりと論⽂を読み、発表できたか、②教員との間で的確な討論ができたか、の２点によって評価する。

具体的評価⽅法 発表内容（60％）と討論の内容（30％）、授業中の態度（10％）。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
論⽂の作成に必要な知識と技術を⾝につけられるよう、丁寧に指導します。

単位互換

特記

授業計画

第1回

内容
ガイダンス
テーマの選定

第16回

内容 現地調査結果のまとめと報告１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（調査結果のまとめ、論⽂本体
の執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第2回

内容 情報収集⽅法の検討

第17回

内容 現地調査結果のまとめと報告２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（調査結果のまとめ、論⽂本体
の執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第3回

内容 先⾏研究の分類１

第18回

内容 現地調査結果のまとめと報告３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（調査結果のまとめ、論⽂本体
の執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第4回

内容 先⾏研究の分類２

第19回

内容 国⼟空間情報を使った解析１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第5回

内容 調査研究地域の選定１

第20回

内容 国⼟空間情報を使った解析２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第6回

内容 調査研究地域の選定２

第21回

内容 国⼟空間情報を使った解析３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第7回

内容 空間情報の収集

第22回

内容 国勢調査、都市計画基礎調査のデータ解析１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記
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第8回 内容 収集資料の整理１ 第23回 内容 国勢調査、都市計画基礎調査のデータ解析２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第9回

内容 収集資料の整理２

第24回

内容 収集した資料の整理と確認

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第10回

内容 研究史の作成１

第25回

内容 論⽂の構成に関する検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第11回

内容 研究史の作成２

第26回

内容 とりまとめ⽅法の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第12回

内容 研究課題の確定

第27回

内容
現地調査（追加調査）で実施すべき項⽬の検討
図表リストの検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第13回

内容 対象地域に関するGIS情報の整理

第28回

内容 GISを使った図の作成に関する検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第14回

内容 GIS情報を使った事前調査

第29回

内容 とりまとめ⽅法の確定

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
次回発表の準備（調査計画の分析、レジュメの作成）を⾏う。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記

第15回

内容
GIS情報を使った解析
（夏期休暇中に現地調査を実施する）

第30回

内容 とりまとめと報告

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
夏期休暇中の課題の遂⾏

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

次回発表の準備（分析結果の考察、論⽂本体の
執筆）を⾏う。

授業実施特記 授業実施特記
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最終更新⽇︓2020/02/19

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⼟3

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071002700 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論研究１
英⽂授業名 Research in Geography and Regional Studies 1

担当教員 内⽥ 順⽂

授業形態
講義

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 地理的イメージ、記号論、認知⾏動論、⼈⽂主義的地理学

授業の概要・ねらい

 近年、社会において⾼度な情報化が浸透し、⼀⽅で⼈間性回復の必要性が重視されはじめたことにともない、広い意味での地理的イメージに関係する
研究が、認知地理学および⼈⽂主義地理学をはじめ、地理学のいくつかの分野で触れられることも多くなってきた。 
 この講義では、主として⼈⽂主義地理学の視点に⽴ち、既存の学問分野の領域にとらわれず、社会学・⼼理学・⽂学・記号論など複数の分野にまたが
る広範なフィールドで、地理的イメージにかかわる基本的な事項について講義する。

到達⽬標 地理的イメージにかかわる基本的な事項と応⽤⾯について理解する。

教科書と準備するもの 必要に応じて、適宜指⽰する。

参考書 必要に応じて、適宜紹介する。

評価の基準 地理的イメージにかかわる基本的な事項についての理解度によって評価する。

具体的評価⽅法 授業での発⾔・発表の内容（70％）、発表の準備状況（30％）。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
論⽂の作成に必要な知識と技術を⾝につけられるよう、丁寧に指導します。

単位互換

特記

授業計画

第1回

内容
ガイダンス
※以下の授業計画は、受講⽣からの主体的な要望に応じて、授業
内容を変更する場合もある。

第16回

内容
芸術作品の中の場所イメージ（１）
 歌枕に⾒る場所イメージの記号化

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第2回

内容
イメージと場所イメージ︓イメージとは何か︖
 イメージの定義 イメージと地理学

第17回

内容
芸術作品の中の場所イメージ（２）
 和歌と場所イメージ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第3回

内容
記号論⼊⾨（１） 
記号とは何か︖ サインと⾔語

第18回

内容
芸術作品の中の場所イメージ（３）
 俳句と場所イメージ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第4回

内容
記号論⼊⾨（２） 
シンボルとコノーテーション

第19回

内容
芸術作品の中の場所イメージ（４）
 詩と場所イメージ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 授業実施特記 なし

第5回

内容
記号論⼊⾨（３） 
⽂化記号論︓⽂化を記号として理解する

第20回

内容
芸術作品の中の場所イメージ（５）
 ⼩説と場所イメージ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第6回 内容 個⼈的な場所と地名（１） 第21回 内容 芸術作品の中の場所イメージ（６）

11



 ⼦供の⾒る世界︓原⾵景  絵画と場所イメージ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第7回

内容
個⼈的な場所と地名（２）
 ⽂学と原⾵景

第22回

内容
芸術作品の中の場所イメージ（７）
 ⾳楽と場所イメージ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第8回

内容
個⼈的な場所と地名（３）
 地名の本質 地名と場所イメージ

第23回

内容
芸術作品の中の場所イメージ（８）
 映画と場所イメージ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第9回

内容
社会的な地名と場所（１） 
 メンタルマップ 都市の空間構造の認識

第24回

内容
社会と場所イメージ（１） 
マスメディアと場所イメージ 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第10回

内容
社会的な地名と場所（２）
 意味の認識 都市のイメージ

第25回

内容
社会と場所イメージ（２）
 都市⽂化と場所イメージ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第11回

内容
⽐喩的認識と場所イメージ（１）
 ⽐喩的認識とは何か?

第26回

内容
社会と場所イメージ（３）
 ⼤衆⽂化と場所イメージ
 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第12回

内容
⽐喩的認識と場所イメージ（２）
 都市のシンボル︓場所の換喩的認識

第27回

内容
景観と場所イメージ（１）
 景観とは何か

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第13回

内容
⽐喩的認識と場所イメージ（３） 
姉妹都市と名数︓場所の隠喩的認識 

第28回

内容
景観と場所イメージ（２）
 浮世絵に描かれた景観

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第14回

内容
⽐喩的認識と場所イメージ（４）
 ⽐喩的認識の記号化と場所イメージ

第29回

内容
景観と場所イメージ（３）
 現代都市の景観

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理解を深めておくこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第15回

内容
前半のまとめと夏期休暇中の課題について

第30回

内容
景観と場所イメージ（４）
 ファンタジーの中の景観

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
夏期休暇中の課題の遂⾏。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

講義内容について、さまざまな資料を調べ、理
解を深めておくこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし
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最終更新⽇︓2020/02/19

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽕2

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031500 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習３Ⅰ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 3 Ⅰ

担当教員 岡島 建

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 近現代⽇本の地域構造と地域形成

授業の概要・ねらい

修⼠課程１年⽣を対象とする。近現代⽇本の地域構造と地域形成について、その研究対象と研究⽅法、および近年の研究成果と注⽬すべき論点につい
て、⽂献研究を進めながら、議論する。対象とする⽂献は、地域調査をもとに作成されたものとし、多くの地域調査の実践例やそれらをもとにした論⽂
やレポートの組み⽴て⽅、実践的な作成⽅法を学ぶ。また、休暇や連休を利⽤した受講学⽣⾃⾝の地域調査に関する計画や実践、まとめについての検討
も⾏う。 

到達⽬標 科学的意図と⼿続きに基づく調査法、地域や時代によって異なる事情に基づく調査のあり⽅を学び、⾃⾝の調査に反映させることができる。

教科書と準備するもの 特になし

参考書 ⼭根拓・中⻄僚太郎編『近代⽇本の地域形成』海⻘社。その他随時紹介。

評価の基準 科学的意図と⼿続きに基づく調査法、地域や時代によって異なる事情に基づく調査のあり⽅を理解し会得することができる。

具体的評価⽅法 討論への参加態度、論⽂講読および地域調査に関する学修を通した発表を評価する。

実務経験教員による授業科⽬ 該当しない

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
ゼミ形式であるので特別な事由以外の⽋席が認められない． 

単位互換

特記 特になし

授業計画

第1回

内容 ガイダンス

第16回

内容 近現代⽇本の都市地域の形成

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第2回

内容 近代⽇本の地域構造

第17回

内容 論⽂講読（１０）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第3回

内容 論⽂講読（１）

第18回

内容 論⽂講読（１１）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第4回

内容 論⽂講読（２）

第19回

内容 論⽂講読（１２）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第5回

内容 論⽂講読（３）

第20回

内容 近代⽇本の⽂化地域の形成

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第6回

内容 近現代⽇本の⼯業地域の形成

第21回

内容 論⽂講読（１３）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第7回 内容 論⽂講読（４） 第22回 内容 論⽂講読（１４）

授業時間外におけ 発表準備 授業時間外におけ 発表準備
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る学修（予習・復
習等）

討論内容整理 る学修（予習・復
習等）

討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第8回

内容 論⽂講読（５）

第23回

内容 地域調査事例研究１ 計画

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第9回

内容 論⽂講読（６）

第24回

内容 地域調査事例研究2 計画

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第10回

内容 近現代⽇本の交通地域の形成

第25回

内容 地域調査事例研究3 計画の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第11回

内容 論⽂講読（７）

第26回

内容 地域調査事例研究4 調査実務

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第12回

内容 論⽂講読（８）

第27回

内容 地域調査事例研究5 調査実務

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第13回

内容 論⽂講読（９）

第28回

内容 地域調査事例研究6 調査結果のまとめ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第14回

内容 地域調査に関する資料収集について

第29回

内容 地域調査事例研究7 分析

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第15回

内容 夏期休暇中の地域調査計画

第30回

内容 地域調査事例研究8 報告書の作成

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし
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最終更新⽇︓2020/02/19

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽕3

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031600 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習３Ⅱ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 3 Ⅱ

担当教員 岡島 建

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

歴史地理学特論１

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 歴史地理学または交通地理学の演習

授業の概要・ねらい 修⼠課程２年の学⽣を対象として、特定の課題を設定し研究計画から論⽂執筆までの過程を実践的に学ぶ。

到達⽬標 研究内容について歴史地理学・交通地理学的に説明できる

教科書と準備するもの とくに使⽤しない

参考書 授業時に適宜指⽰する

評価の基準 歴史地理学または交通地理学に関する適切な説明やまとめができる

具体的評価⽅法 発表、討論の内容、研究成果の内容で評価する。

実務経験教員による授業科⽬ 該当しない

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
ゼミ形式であるので特別な事由以外の⽋席が認められない．

単位互換

特記 特になし

授業計画

第1回

内容 テーマの選定

第16回

内容 現地調査結果のまとめと報告１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第2回

内容 情報収集⽅法の検討

第17回

内容 現地調査結果のまとめと報告２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第3回

内容 先⾏研究の分類１

第18回

内容 現地調査結果のまとめと報告３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第4回

内容 先⾏研究の分類２

第19回

内容 国⼟空間情報を使った解析１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第5回

内容 調査研究地域の選定１

第20回

内容 国⼟空間情報を使った解析２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第6回

内容 調査研究地域の選定２

第21回

内容 国⼟空間情報を使った解析３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第7回

内容 空間情報の収集

第22回

内容 国勢調査、都市計画基礎調査のデータ解析１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし
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第8回 内容 収集資料の整理１ 第23回 内容 国勢調査、都市計画基礎調査のデータ解析２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第9回

内容 収集資料の整理２

第24回

内容 収集した資料の整理と確認

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第10回

内容 研究史の作成１

第25回

内容 論⽂の構成に関する検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第11回

内容 研究史の作成２

第26回

内容 とりまとめ⽅法の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第12回

内容 研究課題の確定

第27回

内容
現地調査（追加調査）で実施すべき項⽬の検討
図表リストの検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第13回

内容 対象地域に関するGIS情報の整理

第28回

内容 GISを使った図の作成に関する検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第14回

内容 GISを使った事前調査

第29回

内容 とりまとめ⽅法の確定

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第15回

内容
GISを使った解析 
（夏期休暇中に現地調査を実施する）

第30回

内容 とりまとめと報告

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

発表準備
討論内容整理

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし
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最終更新⽇︓2020/01/27

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽕4

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071006000 科⽬ナンバー

授業名 歴史地理学特論１
英⽂授業名 Special Studies in Historical Geography 1

担当教員 岡島 建

授業形態
講義

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業

特になし

当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 歴史地理学の⽅法、旧版地形図、歴史景観の復元、近代歴史地理学

授業の概要・ねらい

 まず、歴史地理学の研究⽅法、⽇本における地図の歴史と旧版地形図の読解について学ぶ。次に、近代⽇本を特徴づける歴史景観の復原と近代歴史地
理学の⽅法を考察する。 
 最後に、地図、統計類、⽂献資料などから各時代の武蔵野の景観を解明する。 
また、授業の理解を深めるための巡検（現地⾒学）を年間２回程度実施する。 

到達⽬標 歴史地理学のさまざまな研究⽅法を習得し、近代⽇本を特徴づける歴史景観の復原と近代歴史地理学の対象および研究⽅法を理解する。

教科書と準備するもの 特になし

参考書
『歴史地理調査ハンドブック』有薗正⼀郎ほか編、古今書院。『⽇本地図史』⾦⽥章裕・上杉和央、吉川弘⽂館。『近代⽇本の地域形成』⼭根拓・中⻄
僚太郎編、海⻘社。ほか

評価の基準 歴史地理学のさまざまな研究⽅法を習得し、近代⽇本を特徴づける歴史景観の復原と近代歴史地理学の対象および研究⽅法を理解することができる。

具体的評価⽅法 平常点（⼩テスト・授業態度等）により評価する。

実務経験教員による授業科⽬ 該当しない

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
授業の具体的内容について、受講⽣の専⾨分野との関連性を配慮する。

単位互換

特記 特になし

授業計画

第1回

内容 歴史地理学の体系  歴史地理学の研究⽅法

第16回

内容
近代歴史地理学研究の展開
 １︓⽇本の鉄道建設

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第2回

内容 旧版地形図から歴史景観を読む（世⽥⾕の景観）

第17回

内容  ２︓幹線鉄道網の整備 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第3回

内容 旧版地形図から歴史景観を読む（近世江⼾の景観）

第18回

内容 ３︓局地鉄道の展開

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第4回

内容 旧版地形図から歴史景観を読む（近代東京の景観）  

第19回

内容  ４︓「鉄道省⽂書」の利⽤  

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第5回

内容 ⽇本の地図の歴史（近世以前） 

第20回

内容  ５︓温泉観光地の形成  

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第6回

内容 ⽇本の地図の歴史（近世）        

第21回

内容  ６︓通勤の起源

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第7回 内容 ⽇本の地図の歴史（近代）  第22回 内容  ７︓都市運河の整備      
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授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

参考図書による学習 授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第8回

内容
近代景観の復原
 １︓近代都市横浜の建設
 

第23回

内容  ８︓⺠間地図の利⽤

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第9回

内容  （つづき）

第24回

内容
武蔵野の歴史地理
 １︓⼤正の地形図の読図、⾃然環境・地名・
領域  

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第10回

内容
 ２︓城下町の明治以降の変
容                 

第25回

内容
 ２︓縄⽂・古墳・古代・中世の景観と環境
 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第11回

内容 ３︓産業都市と軍事都市

第26回

内容  ３︓近世の景観と環境  

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第12回

内容   近代軍事都市横須賀の発展

第27回

内容  ４︓近代前期の景観と環境

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第13回

内容   ⼯業都市⼋幡と川崎

第28回

内容  ５︓近代後期の景観と環境

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第14回

内容   近代交通機関と交通景観

第29回

内容
 ６︓現代（昭和初期・⾼度経済成⻑期）の景
観と環境

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
参考図書による学習

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第15回

内容 東京横浜巡検

第30回

内容 多摩武蔵野巡検

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
巡検準備

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
巡検準備

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし
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最終更新⽇︓2020/01/31

クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽔1

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031700 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習４Ⅰ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 4 Ⅰ

担当教員 佐々⽊ 明彦

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 防災地形学の演習

授業の概要・ねらい

修⼠課程１年の学⽣を対象として、地形学、気象・気候学をもとにする防災地形学またはその関連分野の⽂献（図書，論⽂）の輪読を通じて、防災地形
学の理論と⽅法をより深く学ぶ。 
⽂献にはフィールドワークに関係する⽂献を含み、多くのフィールドワークの実践例を読むことで、フィールドワークをもとにした論⽂・報告の組み⽴
て⽅、実践的な論⽂作成⽅法を学ぶ。それを通じて、夏・春休み等を利⽤して実施するフィールドワークに関する研究や実践、まとめに関する議論も⾏
う。

到達⽬標 防災地形学に関する研究⽅法を理解し、関連知識を蓄積すること。

教科書と準備するもの 受講⽣との相談により決定する

参考書 適宜指⽰をする

評価の基準 防災地形学に関する適切な質問や説明ができる

具体的評価⽅法 発表や討論の内容によって判断する。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
フィールド調査に役⽴つ実践的な演習を⾏います。

単位互換

特記 とくになし

授業計画

第1回

内容
ガイダンス 
  

第16回

内容
夏期調査研究報告（１）
夏期休暇中に実施した野外調査、およびデータ
の整理・とりまとめ内容を発表・討論する。 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）シラバスを読む
復習）内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第2回

内容
卒業論⽂内容発表（１） 
卒業論⽂の内容を確認し、修⼠課程での研究の進め⽅を討論す
る。 

第17回

内容
夏期調査研究報告（２）
夏期休暇中に実施した野外調査、およびデータ
の整理・とりまとめ内容を発表・討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第3回

内容
卒業論⽂内容発表（２）
卒業論⽂の内容を確認し、修⼠課程での研究の進め⽅を討論す
る。

第18回

内容
地盤災害研究法（１）
地すべりの特徴を整理したうえで、地すべり災
害について学び、討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第4回

内容
研究課題構想
修⼠論⽂の構想と野外調査の進め⽅について討論する。

第19回

内容
地盤災害研究法（２）
地すべりの発⽣を抑制・抑⽌したり、運動の規
模を軽減させる⽅法について学び、討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第5回

内容
気象災害研究法（１）
気象災害の種類や現象の特徴、発⽣する規模や場所の特徴を学
び、質疑・討論する。

第20回

内容
地盤災害研究法（３）
地すべりの減災に関わる論⽂を読み、発表・討
論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第6回 内容 気象災害研究法（２） 第21回 内容 地盤災害研究法（４）
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⽇本における豪⾬災害の特徴をいくつかの事例をもとに学び、質
疑・討論する。

地すべりの活動兆候を空中写真判読によってと
らえる。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読の準備をする
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第7回

内容
気象災害研究法（３）
豪⾬災害の研究例について論⽂を読み、発表・討論する。

第22回

内容
地盤災害研究法（５）
地すべりの空中写真判読図をＧＩＳデータ化す
るための⽅法論を学び、討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⽂献を読むとともに発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第8回

内容
気象災害研究法（４）
豪⾬災害の研究に空中写真判読を活⽤する⽅法論を学び、質疑・
討論する。

第23回

内容

地盤災害研究法（６）
世界および⽇本における被害地震の事例を学
び、どのような被害が発⽣しうるかを討論す
る。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第9回

内容
気象災害研究法（５）
豪⾬災害の研究にＧＩＳを活⽤する⽅法論を学び、質疑・討論す
る。

第24回

内容
地盤災害研究法（７）
地震による地盤の液状化問題について学び、討
論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第10回

内容
気象災害研究法（６）
豪⾬災害の研究に空中写真判読およびＧＩＳを活⽤した論⽂を読
み、発表・討論する。

第25回

内容
地盤災害研究法（８）
地震による地盤の液状化の発⽣予測のための⽅
法論を学び、討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⽂献を読むとともに発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第11回

内容
気象災害研究法（７）
台⾵の性質や被害の特徴、⾼潮の発⽣メカニズムを学び、質疑・
討論する。

第26回

内容
地盤災害研究法（９）
地震による地盤の液状化ハザードマップ作成に
あたってのデータのＧＩＳ化について学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）講義内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第12回

内容
気象災害研究法（８）
台⾵の性質や被害の特徴、⾼潮の発⽣メカニズムに関する研究例
を発表・討論する。

第27回

内容
都市における災害研究法（１）
地震時に宅地で発⽣する被害のメカニズムを学
び、討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⽂献を読むとともに発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第13回

内容
気象災害研究法（９）
気象災害による被害軽減の⽅法論を学び、質疑・討論する。

第28回

内容
都市における災害研究法（２）
地震時に発⽣した宅地被害に関する研究例を発
表・討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第14回

内容
気象災害研究法（１０）
気象災害の減災に関わる論⽂を読み、発表・討論する。

第29回

内容
都市における災害研究法（３）
ＧＩＳを⽤いて⼈⼯地盤の範囲を明らかにする
⽅法論について学び、討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⽂献を読むとともに発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）テキストを読んでおく
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第15回

内容 春期のまとめと夏期調査予定等の確認

第30回

内容 修論テーマ発表

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）内容の確認
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし
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最終更新⽇︓2020/01/31

クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽔2

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031800 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習４Ⅱ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 4 Ⅱ

担当教員 佐々⽊ 明彦

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 防災地形学の演習

授業の概要・ねらい

修⼠課程２年の学⽣を対象として、地形学、気象・気候学をもとにする防災地形学またはその関連分野の⽂献（図書，論⽂）の輪読を通じて、防災地形
学の理論と⽅法をより深く学ぶ。 
⽂献にはフィールドワークに関係する⽂献を含み、多くのフィールドワークの実践例を読むことで、フィールドワークをもとにした論⽂・報告の組み⽴
て⽅、実践的な論⽂作成⽅法を学ぶ。それを通じて、修⼠論⽂に関わるフィールドワークの実践、まとめに関する議論も⾏う。

到達⽬標 防災地形学に関する研究⽅法を理解し、関連知識を蓄積すること。

教科書と準備するもの 受講⽣との相談により決定する。

参考書 適宜指⽰をする。

評価の基準 防災地形学に関する適切な質問や説明ができる。

具体的評価⽅法 発表や討論の内容によって判断する。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
フィールド調査に役⽴つ実践的な演習を⾏います。

単位互換

特記 とくになし

授業計画

第1回

内容
ガイダンス 
  

第16回

内容
現地調査のまとめと報告（１）
それまでに得られた調査結果を発表し、データ
の分析について討論する。 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）シラバスを読む
復習）内容整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）内容の確認
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第2回

内容
修⼠論⽂テーマ発表 

第17回

内容
現地調査のまとめと報告（２）
それまでに得られた調査結果を発表し、追加の
調査項⽬を検討する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第3回

内容
修⼠論⽂テーマの調査⽅法に関する発表と討論
先⾏研究の調査⽅法を題材としての討論

第18回

内容
現地調査のまとめと報告（３）
地理空間情報のデータ収集をおこなって、現地
調査結果を補完する⽅針を討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第4回

内容 修⼠論⽂テーマの調査地域選定に関する発表と討論

第19回

内容
現地調査のまとめと報告（４）
地理空間情報のデータ収集をおこない、現地調
査結果を補完する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第5回

内容
修⼠論⽂テーマの問題意識の設定に関する発表と討論（１）
先⾏研究のレビュー①

第20回

内容
現地調査のまとめと報告（５）
ＧＩＳを⽤いた解析をおこない、その結果につ
いて討論する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第6回 内容 修⼠論⽂テーマの問題意識の設定に関する発表と討論（２）
先⾏研究のレビュー②

第21回 内容 現地調査のまとめと報告（６）
ＧＩＳを⽤いた解析の結果を整理する。
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授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第7回

内容
修⼠論⽂テーマの問題意識の設定に関する発表と討論（３）
先⾏研究のレビュー③

第22回

内容
現地調査の追加報告（１）
先に検討した追加の調査結果を実施し、成果を
報告する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第8回

内容
修⼠論⽂の研究史の作成
研究史について整理し、発表・討論する。

第23回

内容
現地調査の追加報告（２）
先に検討した追加の調査結果を実施し、成果を
報告する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第9回

内容
修⼠論⽂テーマの事前の図作業に関する発表と討論（１）
データの収集⽅法について発表する。

第24回

内容
データの分析・考察に関する発表・討論（１）
調査結果の図化に関する討論をおこなう。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第10回

内容
修⼠論⽂テーマの事前の図作業に関する発表と討論（２）
データのＧＩＳ化など、情報の整理をおこなう。

第25回

内容
データの分析・考察に関する発表・討論（２）
調査結果の図化に関する討論をおこなう。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第11回

内容
修⼠論⽂テーマの事前の図作業に関する発表と討論（３）
ＧＩＳなどを⽤いた事前調査内容の発表をおこなう。

第26回

内容
図表の最終案の討論
修⼠論⽂に⽤いる図表を討論を経て完成させ
る。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第12回

内容
修⼠論⽂テーマの事前の図作業に関する発表と討論（４）
ＧＩＳなどを⽤いた事前調査内容の発表をおこなう。

第27回

内容
修⼠論⽂のとりまとめ⽅針の報告
それまでの討論内容を踏まえて、とりまとめ⽅
を検討する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第13回

内容
修⼠論⽂の調査内容の確認（１）
それまでに得られた調査結果をふまえて、研究⽬的、調査⽅法、
調査対象地域について発表し、問題点を整理する。

第28回

内容
修⼠論⽂のとりまとめの報告
修⼠論⽂のとりまとめ⽅について最終的に確定
する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第14回

内容
修⼠論⽂の調査内容の確認（２）
それまでに得られた調査結果を発表し、以後の調査での課題を整
理する。

第29回

内容
修⼠論⽂の完成に向けての報告
それまでの討論内容を踏まえて、修⼠論⽂を完
成させる。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし

第15回

内容
修⼠論⽂の調査内容の確認（３）
それまでに作成した図表を整理し、その後作成すべき図表の内容
を討論する。

第30回

内容 修⼠論⽂完成の報告

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）発表の準備
復習）討論内容の整理

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）内容の確認
復習）問題点の整理

授業実施特記 とくになし 授業実施特記 とくになし
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最終更新⽇︓2020/01/31

クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽕1

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071005400 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論実習１
英⽂授業名 Practical Training in Geography and Regional Studies 1

担当教員 佐々⽊ 明彦

授業形態
講義、実験・実習・実技

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

学部授業の「空中写真判読」および「地理情報システム応⽤」レベルの知識とスキルは最低限必要である。

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 防災地形学

授業の概要・ねらい
災害の発⽣に関わる地形について流域地形発達史的観点から解説する。同時に、災害発⽣に関わる地形などの空中写真判読を⾏い，判読図をＧＩＳソフ
トを⽤いてオーバーレイ解析する。これらの講義・実習を通じて防災地形学のスキルを獲得し，流域の評価を⾏う⼿法を学ぶ。 

到達⽬標 空中写真の判読と詳細ＤＥＭによる地形判読などを通じて，流域や地域の⼟砂移動予測ができるようになる。

教科書と準備するもの 資料を配付する。

参考書
⽇本応⽤地質学会応⽤地形学研究⼩委員会編（2006）『応⽤地形セミナー 空中写真判読演習』古今書院 
渡辺・鈴⽊（1999）『活断層地形判読』古今書院 

評価の基準 防災地形の概念を理解できているか，また実際に空中写真判読でその地形を抽出し，流域の評価ができる。

具体的評価⽅法 講義内容と実習の成果物にもとづくレポートを評価の対象とする。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ

実践で役⽴つスキルが⾝につくように具体的事例の解析を中⼼に授業・討論・実習作業をします。 

単位互換

特記

授業計画

第1回

内容
ガイダンス
１年間の授業の進め⽅を説明し，導⼊として空中写真判読の⽅法
論について解説する。

第16回

内容
崖錐の形成①
崖錐の形成機構について学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）シラバスを読む。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）崖錐について調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
課題を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第2回

内容
空中写真判読の基礎
空中写真の特徴や実体視の原理について学ぶ。

第17回

内容

崖錐の形成②
空中写真判読によって崖錐の⾒えかたを確認
し，崖錐と地⼭からなる斜⾯との形態的な違い
を理解する。また，判読結果をGISソフトを⽤
いて図化する⼿法を学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）空中写真判読について調べておく。
復習）実体視の原理について復習し，実体視できるように練習す
る。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第3回

内容
航空レーザー測量の⽅法
航空レーザー測量の⽅法論とデータの加⼯⽅法，利⽤⽅法につい
て学ぶ。

第18回

内容
巨⼤崩壊地形①
⽇本における巨⼤崩壊の発⽣について学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）航空レーザー測量について調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された図作業を実施す
る。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）巨⼤崩壊について調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
課題を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第4回

内容
⼭地の形成①
⼭地の形成メカニズムついて学ぶ。

第19回

内容

巨⼤崩壊地形②
巨⼤崩壊とそれによって発⽣した崩壊⼟砂によ
る堆積地形を空中写真を⽤いて判読し，崩壊の
発⽣場や堆積地形の地形的特徴を理解する。ま
た，判読結果をGISソフトを⽤いて図化する⼿
法を学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⼭のでき⽅について調べる。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第5回
内容

⼭地の形成②
⼭地斜⾯の発達過程について学ぶ。

第20回
内容

地すべり地形①
地すべりの発⽣機構について学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⼭地にみられる地形種について調べる。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）地すべりについて調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。
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授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第6回

内容

⼭地の形成③
⼭地斜⾯の空中写真判読を⾏い，地形種やそれらの発達過程につ
いて理解を深める。また判読結果をGISソフトを⽤いて図化する
⼿法を学ぶ。

第21回

内容
地すべり地形②
地すべりの運動様式について学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⼭地にみられる地形種について整理する。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された図作業を実施す
る。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第7回

内容
河⾕斜⾯の形成①
河川の侵⾷・堆積作⽤について学ぶ。

第22回

内容
地すべり地形③
地すべり地形の特徴について理解する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）河川の作⽤について調べる。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第8回

内容
河⾕斜⾯の形成②
河川の⾕壁斜⾯の遷急線に着⽬した斜⾯の分類⽅法を学ぶ。

第23回

内容
地すべり地形④
地すべり地形の抽出を⾏う。また，判読結果を
GISソフトを⽤いて図化する⼿法を学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）遷急線について調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第9回

内容

河⾕斜⾯の形成③
河川の⾕壁斜⾯の遷急線に着⽬して斜⾯の分類を⾏い，河⾕斜⾯
の発達過程について理解を深める。また，判読結果をGISソフト
を⽤いて図化する⼿法を学ぶ。

第24回

内容
⼆重⼭稜
重⼒変形によって⼭稜が陥没する現象を学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⾕壁斜⾯の分類⽅法を整理しておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された図作業を実施す
る。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第10回

内容
マスムーブメントによる地形形成
重⼒によって形成される地形の特徴について学ぶ。

第25回

内容
斜⾯をつくる岩盤のクリープ
⼆重⼭稜の形成と関連して斜⾯が膨らみ出す現
象を学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⼀般的な重⼒変形地形について調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第11回

内容
崩壊現象①
崩壊の発⽣機構を学ぶ。

第26回

内容
地すべり地形の危険度評価①
地すべり地形の活動兆候や不安定化要素に着⽬
した危険度評価⽅法について学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）崩壊現象について調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第12回

内容
崩壊現象②
崩壊と斜⾯形成の関係について理解する。

第27回

内容
地すべり地形の危険度評価②
地すべりのポテンシャルに着⽬した危険度評価
⽅法について学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）崩壊現象について整理しておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第13回

内容
⼟⽯流と沖積錐①
⼟⽯流の発⽣機構を学ぶ。

第28回

内容

流域の不安定⼟砂の総合評価①
様々な活動度の地すべり，深層崩壊，重⼒堆積
地形が混在する流域の不安定⼟砂量やそれらの
移動の可能性を評価する⼿法を学ぶ。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）⼟⽯流について調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第14回

内容
⼟⽯流と沖積錐②
⼟⽯流の発⽣域と滑⾛域，堆積域の地形的特徴について学ぶ。

第29回

内容

流域の不安定⼟砂の総合評価②
様々な活動度の地すべり，深層崩壊，重⼒堆積
地形が混在する流域の不安定⼟砂量やそれらの
移動の可能性を評価するための空中写真判読を
⾏い，判読図を作成する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）沖積錐について調べておく。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された課題を実施する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし

第15回

内容

⼟⽯流と沖積錐③
⼟⽯流の発⽣域と滑⾛域，堆積域の地形について空中写真判読を
⾏い，それら地形的特徴についての理解を深める。また，判読結
果をGISソフトを⽤いて図化する⼿法を学ぶ。

第30回

内容

流域の不安定⼟砂の総合評価③
様々な活動度の地すべり，深層崩壊，重⼒堆積
地形が混在する流域の不安定⼟砂量やそれらの
移動の可能性を，空中写真判読図をもとにGIS
ソフトを⽤いてオーバーレイ解析して評価す
る。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された図作業を実施す
る。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予習）判読作業の準備をする。
復習）授業時間中では実施しきれずに残された
図作業を実施する。

授業実施特記 特になし 授業実施特記 特になし
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最終更新⽇︓2020/02/11

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽉5

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071031900 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習５Ⅰ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 5 Ⅰ

担当教員 ⻑⾕川 均

授業形態
演習

e-learning利⽤ manaba その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード ⾃然地理のフィールドワーク

授業の概要・ねらい

 ⼀年を通してフィールドワークに関係する外国語の論⽂、もしくは単⾏本を輪読し、翻訳作業を⾏う。対象とする論⽂や単⾏本は、フィールドワーク
をもとにして作成されたものとし、多くのフィールドワークの実践例やそれらをもとにした論⽂やレポートの組み⽴て⽅、実践的な作成⽅法を学ぶこと
が⽬的である。また，休暇や週末を利⽤して実施する野外調査に関する計画や実践，まとめに関する議論もおこなう．科学的な意図と⼿続きに基づく調
査法、地域や国ごとの事情に応じた地域調査の実態を学び、⾃⾝の調査に反映させるレベルに到達することが⽬標となる。 
 輪読の他に、論⽂等の内容に関連する講義を数回ごとに⾏い理解を深める。輪読は受講⽣の⼈数に応じて分量などの配分を決める。輪読者には教員も
含めて順番を決める。講義の内容は、選定した図書に応じて内容を変更するため、授業計画には詳細は記載しない。輪読の内容をもとし，週末等を利⽤
した野外調査や地域調査を実施する． 
 23回以降の講義では、担当者、学⽣がそれぞれ現在進めているフィールドワークや作成過程にある論⽂、レポート持ち寄り、それらを俎上にあげて討
論する。 

到達⽬標 教科書⼀冊の翻訳

教科書と準備するもの

例として、下記の⼆冊をあげるが前述の通り受講⽣の要望，専⾨分野により変更する 
① Millennial Landscape Change in Jordan または、 
② Remote Sensing Handbook for Tropical Coastal Management 

参考書 必要に応じて指⽰する。

評価の基準 発表内容（平常点）と翻訳の完成度（数回のレポート）によって評価する。

具体的評価⽅法 平常点50%、レポート点50%

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ

前年度に実施された授業評価アンケート結果を反映した講義を実施します。 
マナバで授業資料を発信しますので、予習に活⽤してください。資料は２週間で消去します。紙で配付してほしいという意⾒もありますが、ここにアク
セスしたり資料をダウンロードすることもICT活⽤、ICTに関わるスキルの向上につながります。また、Webサイトで公開される最新の研究成果を紹介で
きますのでマナバを活⽤します。

単位互換

特記 特に無し

授業計画

第1回

内容 輪読図書の選定など

第16回

内容 講義 ※地域調査に関連する資料収集に関して

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第2回

内容 輪読１

第17回

内容 輪読１１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第3回

内容 輪読２

第18回

内容 輪読１２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第4回

内容 輪読３

第19回

内容 輪読１３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第5回

内容 講義

第20回

内容
講義 ※⾃分で収集した，地域調査に関連する
資料の紹介

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記
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第6回 内容 輪読４ 第21回 内容 輪読１４

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第7回

内容 輪読５

第22回

内容 輪読１５

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第8回

内容 輪読６

第23回

内容 地域調査事例研究１ 計画

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
プリントの復習

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第9回

内容 講義

第24回

内容 地域調査事例研究２ 計画

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
プリントの復習

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第10回

内容 輪読７

第25回

内容 地域調査事例研究３ 計画の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
プリントの復習

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第11回

内容 輪読８

第26回

内容 地域調査事例研究４ 調査の実務

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
プリントの復習

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第12回

内容 輪読９

第27回

内容 地域調査事例研究５ 調査の実務

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
プリントの復習

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第13回

内容 講義

第28回

内容 地域調査事例研究６ 調査結果のまとめ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
プリントの復習

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第14回

内容 輪読１０

第29回

内容 地域調査事例研究７ 分析

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
プリントの復習

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第15回

内容 講義 夏期休暇中の野外調査計画

第30回

内容 地域調査事例研究８ 報告書の作成

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
プリントの復習

授業実施特記 特に無し 授業実施特記
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最終更新⽇︓2020/02/11

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽉4

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071032000 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習５Ⅱ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 5 Ⅱ

担当教員 ⻑⾕川 均

授業形態
演習

e-learning利⽤ manaba その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

地理・地域論演習５Ⅰ

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 地域調査，地域の研究

授業の概要・ねらい 修⼠課程２年の学⽣を対象として、特定の課題を設定し研究計画から論⽂執筆までの過程を実践的に学ぶ。必要に応じて現地での調査指導を⾏う。 

到達⽬標 学会誌投稿論⽂の執筆

教科書と準備するもの 特に定めないが，必要に応じて指定する．

参考書 発表、討論の内容、研究成果の内容で評価する。

評価の基準 積極的な授業態度と発表の内容、準備状況で評価する。 

具体的評価⽅法 発表内容、発表資料で70%、他の学⽣、教員との討論内容で30%の評価を⾏う。 

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ

前年度に実施された授業評価アンケート結果を反映した講義を実施します。 
マナバで授業資料を発信しますので、予習に活⽤してください。資料は２週間で消去します。紙で配付してほしいという意⾒もありますが、ここにアク
セスしたり資料をダウンロードすることもICT活⽤、ICTに関わるスキルの向上につながります。また、Webサイトで公開される最新の研究成果を紹介で
きますのでマナバを活⽤します。

単位互換

特記 特に無し

授業計画

第1回

内容 テーマの選定

第16回

内容 現地調査結果のまとめと報告１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第2回

内容 情報収集⽅法の検討

第17回

内容 現地調査結果のまとめと報告２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第3回

内容 先⾏研究の分類１

第18回

内容 現地調査結果のまとめと報告３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第4回

内容 先⾏研究の分類２

第19回

内容 国⼟空間情報を使った解析１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第5回

内容 調査研究地域の選定１

第20回

内容 国⼟空間情報を使った解析２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第6回

内容 調査研究地域の選定２

第21回

内容 国⼟空間情報を使った解析３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第7回

内容 空間情報の収集

第22回

内容 国勢調査、都市計画基礎調査のデータ解析１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記
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第8回 内容 収集資料の整理１ 第23回 内容 国勢調査、都市計画基礎調査のデータ解析２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第9回

内容 収集資料の整理２

第24回

内容 収集した資料の整理と確認

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第10回

内容 研究史の作成１

第25回

内容 論⽂の構成に関する検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第11回

内容 研究史の作成２

第26回

内容 とりまとめ⽅法の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第12回

内容 研究課題の確定

第27回

内容 現地調査（追加調査）で実施すべき項⽬の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第13回

内容 対象地域に関するGIS情報の整理

第28回

内容 GISを使った図の作成の関する検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第14回

内容 GISを使った事前調査

第29回

内容 とりまとめ⽅法の確定

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第15回

内容
GISを使った解析
（夏期休暇中に現地調査を実施する）

第30回

内容 とりまとめと報告

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
レポート作成

授業実施特記 特に無し 授業実施特記
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最終更新⽇︓2020/02/11

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 集中 開講時限 集中

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071005500 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論実習２
英⽂授業名 Practical Training in Geography and Regional Studies 2

担当教員 ⻑⾕川 均

授業形態
実験・実習・実技

e-learning利⽤ manaba その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

学部の環境リモートセンシング応⽤および地理情報システム応⽤のスキルは必須．

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード リモートセンシング，地理情報システム

授業の概要・ねらい

GISとRSの基礎と応⽤に関する講義をおこなう。その後、これらを使った環境評価および環境変化の抽出に関する実習をおこなう。受講⽣は学部段階で
GISの基礎的な訓練を受けた者を対象とする。また、地図学や地理調査法に関する⼀般的な知識を持っていることを前提に講義と実習を進める。使⽤す
るデータは、国⼟地理院が提供するGISデータの他に、⺠間会社が運⽤する⾼解像衛星データ，合成開⼝データも対象とする．またGISデータなどに関し
ては、既存のものの他、受講⽣⾃⾝が⼊⼿、作成したUAVのデータ等とする。実習では各⾃でPCを使うので、これらのオペレーションの知識もあらかじ
め必要である。

到達⽬標 観察能⼒を養い、独⾃の調査ができる技量を⾝につけること。

教科書と準備するもの

① ⾃然環境解析のためのリモートセンシング・GISハンドブック,古今書院 
② ArcGIS for Desktop 逆引きガイド 10.1 & 10.2 対応，ESRI ジャパン 
③ QGISの基本と防災活⽤，古今書院 

参考書 特に指定するものはない。

評価の基準 発表、討論の内容、実習の成果物によって評価する。

具体的評価⽅法 講義時の平常点30%、実習の成果物の完成度70%で評価する。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ

前年度に実施された授業評価アンケート結果を反映した講義を実施します。 
マナバで授業資料を発信しますので、予習に活⽤してください。資料は２週間で消去します。紙で配付してほしいという意⾒もありますが、ここにアク
セスしたり資料をダウンロードすることもICT活⽤、ICTに関わるスキルの向上につながります。また、Webサイトで公開される最新の研究成果を紹介で
きますのでマナバを活⽤します。

単位互換

特記 特に無し

授業計画

第1回

内容
初回に受講⽣と綿密な打ち合わせをおこない、テーマ、内容など
を詰めることにしたい。それ以降にスケジュールを⽴て、実践的
な内容の授業を試みたい。

第16回

内容 GPS，DGPSの実習（１）校地周辺

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第2回

内容 GISとGNSSの連携１（GNSSのしくみ）

第17回

内容 GPS，DGPSの実習（２）校地周辺

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第3回

内容 GISとGNSSの連携２（GNSSのしくみ）

第18回

内容 GISソフトとGPSの実習、DGPSの連携

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第4回

内容 GISソフトとGPS、GNSSの連携

第19回

内容
GIS,RSのグランドトゥルース（１）都市域で
の実習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第5回

内容 ＧＩＳによる⾃然環境の解析（１）教科書を使⽤

第20回

内容
GIS,RSのグランドトゥルース（２）都市周辺
域での実習

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第6回 内容 ＧＩＳによる⾃然環境の解析（２）教科書を使⽤ 第21回 内容 フィールドスペックを使った分光反射測定 理
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論編

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第7回

内容 ＧＩＳによる⾃然環境の解析（３）教科書を使⽤

第22回

内容
フィールドスペックを使った分光反射測定 実
習（野外実習 校地周辺）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第8回

内容 利⽤できるGISデータ１ 国⼟地理院のデータを使⽤

第23回

内容 分光測定結果のRSデータへの適⽤

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第9回

内容 利⽤できるGISデータ２ 国⼟地理院のデータを使

第24回

内容
UAV(無⼈⾶⾏機)による空間情報の収集（１）
理論，法令

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第10回

内容 利⽤できる社会環境系データ ⾃治体等のデータを使⽤

第25回

内容
UAV(無⼈⾶⾏機)による空間情報の収集（２）
航空測量ソフト

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第11回

内容 利⽤できる⾃然環境系データ ⾃治体等のデータを使⽤

第26回

内容
UAV(無⼈⾶⾏機)による空間情報の収集（３）
運⽤実習（三浦半島周辺）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第12回

内容
フィールドワークとGISデータ解析の連携（１）受講⽣の研究テ
ーマを使⽤

第27回

内容
UAV(無⼈⾶⾏機)による空間情報の収集（４）
運⽤実習（三浦半島周辺）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第13回

内容
フィールドワークとGISデータ解析の連携（２）受講⽣の研究テ
ーマを使⽤

第28回

内容
UAV(無⼈⾶⾏機)による空間情報の収集（５）
３Dモデルの作成と⼤縮尺地形図の作成

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第14回

内容
フィールドワークとRSデータ解析の連携（１）⾼解像RSデータ、
ハイパースペックRSデータと解析

第29回

内容
UAV(無⼈⾶⾏機)による空間情報の収集（６）
３Dモデルの作成と⼤縮尺地形図の作成

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記

第15回

内容
フィールドワークとRSデータ解析の連携（２）合成開⼝レーダー
を使った都市と周辺域の画像解析

第30回

内容 まとめ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の実施 

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

プリントの復習 
授業時間中では実施しきれずに残された課題の
実施 

授業実施特記 特に無し 授業実施特記
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最終更新⽇︓2020/02/10

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽊3

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071032100 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習６Ⅰ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 6 Ⅰ

担当教員 磯⾕ 達宏

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業

地理・地域論研究３ 地理・地域論実習２ 環境論

当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業 地理・地域論演習６Ⅱ

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 植⽣ ⼈間ー⽣態環境関係 研究史 展望 研究⽅法 野外地域調査

授業の概要・ねらい

 修⼠課程１年の学⽣を対象としたこの演習授業では、⽣態系の基盤をなす植⽣をおもな題材として、⼈間－⽣態環境関係の研究史と今後の展望および
研究⽅法についての演習を⾏う。具体的な内容は、既存の諸研究の概観、野外調査を主体とした地域調査の⽅法とデータ解析法、および論⽂の書き⽅な
どである。受講⽣による修⼠論⽂の作成に向けた野外地域調査の計画とその結果のとりまとめ⽅に関する演習も適宜、⾏う。受講⽣には、これらの課題
に積極的に取り組むことを通して、⽣態環境に関する地理学的研究の⼒を⾝につけてもらいたい。

到達⽬標 ⼈間－⽣態環境関係の研究史と今後の展望および研究⽅法について理解し、関連知識を蓄積すること。

教科書と準備するもの 特定の教科書は⽤いない。

参考書 その都度指⽰する。

評価の基準 ⼈間－⽣態環境関係の研究史と今後の展望および研究⽅法に関する理解と知識の蓄積がどこまで進んだかを評価する。

具体的評価⽅法 授業中の発⾔内容（20％）と課題に対する発表の内容（80％）により評価する。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
地理学的な研究⽅法について、受講者の興味に応じてしっかりと修得しよう。

単位互換

特記 なし

授業計画

第1回

内容
修⼠論⽂構想（１）
 修⼠論⽂の構想の仕⽅と野外地域調査等の進め⽅についてのデ
ィスカッション

第16回

内容
修⼠論⽂中間報告（１）
 受講⽣による修⼠論⽂の経過（野外地域調査
の結果を含む）の発表と質疑応答

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂の構想をとりまとめて発表し、授業でのディスカッショ
ンにもとづき構想について再検討する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂の進展状況について発表し、授業での
ディスカッションにもとづき構想について再検
討する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第2回

内容
⽣態環境研究法（１）
 ⽂献探索の⽅法と主要⽂献の紹介

第17回

内容
⽣態環境研究法（11）
 リモート・センシング・データの活⽤⽅法︓
その１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
紹介した主要⽂献を読破すること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新た
に習得した⽅法について⾃らの研究テーマに関
して適⽤するほか、さらに指⽰された⽂献を読
破する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第3回

内容
⽂献研究（１）
 受講⽣による修⼠論⽂作成のための⽂献研究結果の発表と質疑
応答

第18回

内容
⽣態環境研究法（12）
 リモート・センシング・データの活⽤⽅法︓
その２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
関連⽂献をよく読んで発表の準備を⾏うこと。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新た
に習得した⽅法について⾃らの研究テーマに関
して適⽤するほか、さらに指⽰された⽂献を読
破する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第4回

内容
⽣態環境研究法（２）
 リモート・センシング・データ活⽤法の導⼊
 GIS活⽤法の導⼊

第19回

内容
⽂献研究（３）
 受講⽣による修⼠論⽂作成のための⽂献研究
結果の発表と質疑応答

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
関連⽂献をよく読んで発表の準備を⾏うこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第5回
内容

修⼠論⽂構想（２）
 受講⽣による修⼠論⽂構想（野外地域調査の計画を含む）の発
表と質疑応答

第20回
内容

⽣態環境研究法（13）
 GISの活⽤⽅法︓その１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

修⼠論⽂の構想について、野外での地域調査計画に重点をおいて
とりまとめた結果を発表し、授業でのディスカッションにもとづ

授業時間外におけ
る学修（予習・復

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新た
に習得した⽅法について⾃らの研究テーマに関
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習等） き構想について再検討する。 習等） して適⽤するほか、さらに指⽰された⽂献を読
破する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第6回

内容
⽣態環境研究法（３）
 野外調査法︓その１
  野外地域調査の⼼得、植⽣調査法

第21回

内容
⽣態環境研究法（14）
 GISの活⽤⽅法︓その２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新た
に習得した⽅法について⾃らの研究テーマに関
して適⽤するほか、さらに指⽰された⽂献を読
破する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第7回

内容
⽣態環境研究法（４）
 野外調査法︓その２
  植⽣データ解析法

第22回

内容
⽣態環境研究法（15）
 GISの活⽤⽅法︓その３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新た
に習得した⽅法について⾃らの研究テーマに関
して適⽤するほか、さらに指⽰された⽂献を読
破する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第8回

内容
⽣態環境研究法（５）
 野外調査法︓その３
  動物⽣態地理と⼟壌地理における調査・分析・解析の⽅法

第23回

内容
⽂献研究（４）
 受講⽣による修⼠論⽂作成のための⽂献研究
結果の発表と質疑応答

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
関連⽂献をよく読んで発表の準備を⾏うこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第9回

内容
⽣態環境研究法（６）
 野外調査法︓その４
  地形に着⽬した⽴地環境調査法

第24回

内容
⽣態環境研究法（16）
 気候・⽔⽂データの分析⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新た
に習得した⽅法について⾃らの研究テーマに関
して適⽤するほか、さらに指⽰された⽂献を読
破する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第10回

内容
⽂献研究（２）
 受講⽣による修⼠論⽂作成のための⽂献研究結果の発表と質疑
応答

第25回

内容
⽣態環境研究法（17）
 地形・地質情報の分析⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
関連⽂献をよく読んで発表の準備を⾏うこと。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新た
に習得した⽅法について⾃らの研究テーマに関
して適⽤するほか、さらに指⽰された⽂献を読
破する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第11回

内容
⽣態環境研究法（７）
 統計解析法︓その１
  ⽣態環境研究における統計の基礎

第26回

内容
⽣態環境研究法（18）
 ⼈為情報の分析⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新た
に習得した⽅法について⾃らの研究テーマに関
して適⽤するほか、さらに指⽰された⽂献を読
破する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第12回

内容
⽣態環境研究法（８）
 統計解析法︓その２
  データ群間の⽐較

第27回

内容
⽂献研究（５）
 受講⽣による修⼠論⽂作成のための⽂献研究
結果の発表と質疑応答

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
関連⽂献をよく読んで発表の準備を⾏うこと。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第13回

内容
⽣態環境研究法（９）
 統計解析法︓その３
  多変量解析

第28回

内容
⽣態環境研究法（19）
 論⽂作成法︓その１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

論⽂作成⽅法について授業内容をもとに復習す
る。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第14回

内容
⽣態環境研究法（10）
 統計解析法︓その４
  回帰分析、クラスター分析、決定⽊分析

第29回

内容
⽣態環境研究法（20）
 論⽂作成法︓その２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

関連⽂献を予習して授業に参加したのち、新たに習得した⽅法に
ついて⾃らの研究テーマに関して適⽤するほか、さらに指⽰され
た⽂献を読破する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

論⽂作成⽅法について授業内容をもとに復習す
る。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第15回

内容
修⼠論⽂構想（３）
 受講⽣による修⼠論⽂作成のための地域調査計画の発表と質疑
応答

第30回

内容
修⼠論⽂中間報告（２）
 受講⽣による修⼠論⽂の経過（野外地域調査
の結果を含む）の発表と質疑応答

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂の構想について、地域調査計画に重点をおいてとりまと
めた結果を発表し、授業でのディスカッションにもとづき構想に
ついて再検討する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂の進展状況について発表し、授業での
ディスカッションにもとづき構想について再検
討する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし
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最終更新⽇︓2020/01/31

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽊6

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071032200 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論演習６Ⅱ
英⽂授業名 Seminar on Geography and Regional Studies 6 Ⅱ

担当教員 磯⾕ 達宏

授業形態
演習

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

地理・地域論演習６Ⅰ 地理・地域論研究３ 地理・地域論実習２ 環境論

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード ⼈間ー⽣態環境関係 研究計画 論⽂作成

授業の概要・ねらい  修⼠課程２年の学⽣を対象として、⼈間ー⽣態環境関係に関する特定の課題を設定して研究計画から論⽂作成までの過程を実践的に学ぶ。

到達⽬標 研究計画から論⽂作成に⾄る過程を正しく理解してそれを実⾏できるようになること。

教科書と準備するもの 特定の教科書は⽤いない。

参考書 受講者の研究内容や関連分野の理解の程度に応じてその都度指⽰する。

評価の基準 研究計画から論⽂作成に⾄る過程が正しく理解できてそれを実⾏できるか否か。

具体的評価⽅法 主に発表・討論の内容により評価する。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
地理学的な研究⽅法について、受講者の興味に応じてしっかりと修得しよう。

単位互換

特記 なし

授業計画

第1回

内容 テーマの選定

第16回

内容 現地調査結果のまとめと報告１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
テーマの検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

それまでに得られた現地調査結果について⼀通
りとりまとめ、発表の準備を⾏う。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第2回

内容 情報収集⽅法の検討

第17回

内容 現地調査結果のまとめと報告２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究に関する情報を整理して提⽰すること。授業後は授業
内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

それまでに得られた現地調査結果について⼀通
りとりまとめ、発表の準備を⾏う。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第3回

内容 先⾏研究の分類１

第18回

内容 現地調査結果のまとめと報告３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究に関する情報を整理して提⽰すること。授業後は授業
内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

それまでに得られた現地調査結果について⼀通
りとりまとめ、発表の準備を⾏う。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第4回

内容 先⾏研究の分類２

第19回

内容 国⼟空間情報を使った解析１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究に関する情報を整理して提⽰すること。授業後は授業
内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究に関する国⼟空間情報のデータ収集
を⾏う。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第5回

内容 調査研究地域の選定１

第20回

内容 国⼟空間情報を使った解析２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究地域に関する情報を整理して提⽰すること。授業後は
授業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究に関する国⼟空間情報のデータを⽤
いた分析を進展させる。

授業実施特記 授業実施特記 なし

第6回

内容 調査研究地域の選定２

第21回

内容 国⼟空間情報を使った解析３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究地域に関する情報を整理して提⽰すること。授業後は
授業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究に関する国⼟空間情報のデータを⽤
いた解析を⾏う。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第7回

内容 空間情報の収集１（⽣物・⼈為）

第22回

内容 国勢調査・都市計画基礎調査のデータ解析１

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究地域の空間情報を整理して提⽰すること。授業後は授
業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究に関する国勢調査・都市計画基礎調
査データの収集と分析を⾏う。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第8回 内容 空間情報の収集２（気候） 第23回 内容 国勢調査・都市計画基礎調査のデータ解析２
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授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究地域の空間情報を整理して提⽰すること。授業後は授
業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究に関する国勢調査・都市計画基礎調
査データの解析を⾏う。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第9回

内容 空間情報の収集３（地形・地質・⼟壌）

第24回

内容 収集した資料の整理と確認

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究地域の空間情報を整理して提⽰すること。授業後は授
業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂作成のために収集した各種資料を⼀通
り整理して提⽰し、今後の⽅針に関する指導を
受けて対応する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第10回

内容 研究史の作成１

第25回

内容 論⽂の構成に関する検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究テーマの研究史を整理して提⽰すること。授業後は授
業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂の論⽂構成を熟考して提⽰し、指導結
果に応じて再検討を加える。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第11回

内容 研究史の作成２

第26回

内容 とりまとめ⽅法の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究テーマの研究史を整理して提⽰すること。授業後は授
業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂のとりまとめ⽅について熟考して提⽰
し、指導結果に応じて再検討を加える。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第12回

内容 研究課題の確定

第27回

内容
現地調査（追加調査）で実施すべき項⽬の検討
図表リストの検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

予備調査の結果にもどづき、修⼠論⽂のテーマ・⽬的・⽅法・調
査地域等を確定する。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

上記の各項⽬について検討して提⽰し、指導結
果に応じて再検討を加える。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第13回

内容 対象地域に関するGIS情報の整理

第28回

内容 GISを使った図の作成に関する検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究地域のGIS情報を整理して提⽰すること。授業後は授
業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

上記について検討して提⽰し、指導結果に応じ
て再検討を加える。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第14回

内容 GISを使った事前調査

第29回

内容 とりまとめ⽅法の確定

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究地域においてGISを⽤いた分析を進展させる。授業後
は授業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂のとりまとめ⽅について再び熟考して
提⽰し、指導結果に応じて再検討を加えて内容
を確定させる。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第15回

内容
GISを使った解析

第30回

内容 とりまとめと報告

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⾃らの研究地域においてGISを⽤いたデータ解析を⾏う。授業後
は授業内容に応じて⾃らの研究を進展させること。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

修⼠論⽂の内容についての最終的なとりまとめ
を⾏い、それについての発表準備を⾏う。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし
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Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽔1

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071002900 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論研究３
英⽂授業名 Research in Geography and Regional Studies 3

担当教員 磯⾕ 達宏

授業形態
講義

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業

地理・地域論演習１〜（Ⅰ） 地理・地域論実習２ 環境論

当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業 地理・地域論演習１〜（Ⅱ）

教職課程科⽬

テーマ・キーワード ⼈間ー⽣態環境関係 植⽣ GIS ⽣態環境計画論

授業の概要・ねらい

 この授業では、動植物や⼟壌などで構成されている⼈間をとりまく⽣態環境について、その基盤をなす植⽣を中⼼にとりあつかう。すなわち、植⽣を
中⼼とした⽣態環境および⼈間－⽣態環境関係について地理学的な視点を軸に概説するほか、現地調査法やGIS活⽤法を含む研究⽅法についても講義す
る。さらに、これらの知識の応⽤、すなわち⽣態環境の計画論についても講ずる。授業は、受講⽣が⽣態環境についてのある程度の基礎知識を習得済み
であることを前提として進めていく。

到達⽬標 植⽣を中⼼とした⽣態環境について地理学的な視点を軸に理解すること。

教科書と準備するもの

＜参考書＞ 
・ランドスケープエコロジー（武内和彦著、朝倉書店） 
・景観⽣態学（モニカ G.ターナーほか著、⽂⼀総合出版） 
・図説⽇本の植⽣ 第2版（福嶋・岩瀬編、朝倉書店） 
・植⽣管理学（福嶋 司編、朝倉書店） 
・GISによる⽣物多様性と景観プランニング（カール・スタイニッツほか著、地⼈書房） 

参考書 その都度指⽰する。

評価の基準 植⽣を中⼼とした⽣態環境について地理学的な視点を軸に理解できているか否か。

具体的評価⽅法 主にレポートによる。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
⽣態地理学的な研究⽅法について、受講者の興味に応じてしっかりと修得しよう。

単位互換

特記 なし

授業計画

第1回

内容 ⽣態環境とは何か︖

第16回

内容
⽣態環境の研究⽅法（１）
 ⽣態環境のさまざまな調査・研究⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

受講内容を復習するほか、紹介する関連図書を探索して読むこ
と。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第2回

内容 ⼈間にとっての⽣態環境の意義

第17回

内容
⽣態環境の研究⽅法（２）
 現地調査による調査・解析⽅法︓その１
  植⽣調査におけるサンプリング⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
受講内容を復習するほか、紹介する関連図書を読むこと。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第3回

内容
⽣態環境の概要（１）
 ⽣態環境の総合性
 緑地環境とは何か︖

第18回

内容

⽣態環境の研究⽅法（３）
 現地調査による調査・解析⽅法︓その２
  さまざまな植⽣調査の⽅法（植物社会学的
⽅法）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第4回

内容
⽣態環境の概要（２）
 ⽣態系とは何か、ランドスケープとは何か︖
 植⽣とは何か︖

第19回

内容

⽣態環境の研究⽅法（４）
 現地調査による調査・解析⽅法︓その３
  さまざまな植⽣調査の⽅法（固定枠を⽤い
た⽅法）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第5回 内容 ⽣態環境の概要（３）
 世界の植⽣帯

第20回 内容 ⽣態環境の研究⽅法（５）
 現地調査による調査・解析⽅法︓その４
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  動物⽣態地理の調査・解析⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第6回

内容
⽣態環境の概要（４）
 ⽇本の植⽣︓その１（植⽣帯論）

第21回

内容
⽣態環境の研究⽅法（６）
 現地調査による調査・解析⽅法︓その５
  ⼟壌地理の調査・分析⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第7回

内容
⽣態環境の概要（５）
 ⽇本の植⽣︓その２（照葉樹林帯）

第22回

内容
⽣態環境の研究⽅法（７）
 地理情報を⽤いた調査・解析⽅法︓その１
  リモート・センシング・データの活⽤⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第8回

内容
⽣態環境の概要（６）
 ⽇本の植⽣︓その３（夏緑広葉樹林帯）

第23回

内容
⽣態環境の研究⽅法（８）
 地理情報を⽤いた調査・解析⽅法︓その２
  GISの活⽤⽅法１（植⽣）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第9回

内容
⽣態環境の概要（７）
 ⽇本の植⽣︓その４（針葉樹林帯と⾼⼭帯）

第24回

内容
⽣態環境の研究⽅法（９）
 地理情報を⽤いた調査・解析⽅法︓その３
  GISの活⽤⽅法２（動物）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第10回

内容
⽣態環境の概要（８）
 ⽇本の植⽣︓その５（⾃然草原と⼆次草原）

第25回

内容
⽣態環境の研究⽅法（10）
 地理情報を⽤いた調査・解析⽅法︓その４
  GISの活⽤⽅法３（⼟壌）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第11回

内容
⽣態環境の概要（９）
 植⽣の保護・利⽤と植⽣管理

第26回

内容
⽣態環境の研究⽅法（11）
 地理情報を⽤いた調査・解析⽅法︓その５
  GISの活⽤⽅法４（景観⽣態学の概要）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第12回

内容
⽣態環境の概要（10）
 ⼈間にとっての環境としての動物
 哺乳類の⽣態地理

第27回

内容

⽣態環境の研究⽅法（12）
 地理情報を⽤いた調査・解析⽅法︓その６
  GISの活⽤⽅法５（景観⽣態学的研究の諸
事例）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第13回

内容
⽣態環境の概要（11）
 ⿃類・昆⾍類の⽣態地理

第28回

内容
⽣態環境の計画論（１）
 ⽣態環境計画の策定⽅法︓その１
  アメニティーを重視した策定⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第14回

内容
⽣態環境の概要（12）
 ⼟壌環境の重要性

第29回

内容
⽣態環境の計画論（２）
 ⽣態環境計画の考え⽅︓その２
  ⽣物多様性の保全を重視した策定⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし

第15回

内容
⽣態環境の概要（13）
 世界の⼟壌・⽇本の⼟壌

第30回

内容
⽣態環境の計画論（３）
 GISを⽤いた⽣態環境計画の諸事例

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献の探査と読破。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

教科書の予習と受講内容の復習および関連⽂献
の探査と読破。
それまでの講義で学んだ内容を要約したレポー
トを作成する。

授業実施特記 なし 授業実施特記 なし
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クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⾦2

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071005200 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論特論２
英⽂授業名 Special Studies in Geography ant Regional Studies 2

担当教員 中川 秀⼀

授業形態
講義

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業
当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード 農村とは何か 農村空間・地域問題・⽇英⽐較

授業の概要・ねらい

農村とは何か。⾃明のようで現代の農村の学術的な定義は必ずしも容易ではない。しかし，都市と農村とは，⼈類が作り出してきた定住形態として⼈々
の思考や⽣活，さらには制度の基盤となってきた概念である。世界的に⼈⼝が増⼤してきた20世紀は，都市の時代とも呼ばれる。⼀⽅，21世紀の⽇本は
縮⼩過程に⼊り，やがて世界⼈⼝も定常化すると推測されている。都市とは異なる⽣活様式のあり⽅の価値を考えることが重要になってきている。本講
義では，「農村」について，イギリスにおける研究書を⼿引きとして再考することによってこのテーマを考えてみたい。後半部では、⼈⼝減少による縮
⼩社会へと転じた⽇本の国⼟周辺地域の置かれている状況変化と地域からのその対応について考える。「地⽅消滅」や限界集落の考え⽅を検証し，地域
再⽣，⽥園回帰，創造農村などの議論を照らし合わせながら講義を進める。⽂献演習を主としつつ，統計資料の分析の演習を交える。

到達⽬標 20世紀の価値規範としての「都市」を相対化すべく、「農村」の価値とは何かを対置し、参照して考察する視座を獲得する。

教科書と準備するもの
 ⾼柳⻑直・中川秀⼀監訳『ルーラル︓農村とは何か』農林統計,2018年。 
 中川秀⼀「農村空間の商品化と『⽥園回帰』」地理(63)6 

参考書

講義中に提⽰する。まずは次のもの。 
⼩⽥切徳美・橋⼝卓也（2018）『内発的農村発展論』農林統計出版。 
経済地理学会編（2018）『キーワードで読む経済地理学』原書房。 
広井良典（2015）『ポスト資本主義』岩波書店。 
岡本雅美監修（2014）『⾃⽴と連携の農村再⽣論』東京⼤学出版会。 
坪井伸広他編（2009）『現代のむら』農⽂協。 

評価の基準 講義への取り組みの積極性（80％）、問題意識の深まり(60％）。

具体的評価⽅法 講義での報告およびディスカッションを通じて把握し（60％）、成果として提出されたレポートを参照する(40％）。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ

受講⽣の思考の展開を扶けることができるように進めたいと思っています。正しいか、間違っているかではなく、どう考えているか、どうしてそう考え
るのかを、⾔葉にしていくことが⼤切だと考えます。急がず、しかし積極的に取り組んで欲しいと願っています。

単位互換

特記

授業計画

第1回

内容 オリエンテーション 講義の課題についての解題

第16回

内容
後半部の議論の課題と解題

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

本シラバスを読み、ポスト資本主義とは何か、情報を集め、整理
しておく(予習120分、復習60分）。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⽇本の農村や地⽅をめぐる政策や議論につい
て、「地⽅創⽣」を中⼼として意⾒交換をする
ための準備（予習120分、復習60分）。

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第2回

内容 ｢ポスト資本主義」論を読む

第17回

内容 ｢地⽅消滅」論を読む

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

広井良典『ポスト資本主義』を踏まえて議論できるように準備す
る（予習120分、復習60分）。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

増⽥寛也⽒を中⼼とする「地⽅消滅」論につい
て調べ、整理しておく（予習120分、復習60
分）。

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第3回

内容
｢ポスト資本主義」論の課題を検討

第18回

内容 ｢地⽅消滅」論のその後の経過

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

広井良典『ポスト資本主義」に関する議論を踏まえ、各⾃の課題
について報告を準備する（予習120分、復習60分）。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

地⽅創⽣政策をはじめ、地⽅消滅論によってど
のような変化が起きたか、具体的な例をあげて
説明できるように準備（予習120分、復習60
分）。

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第4回

内容
｢ルーラル︓農村とは何か」を読む
「ルーラル︓農村とは何か」を解題し、本稿⾷いで取り上げる意
味を説明する。

第19回

内容 ｢限界集落」論を読む

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

刊⾏予定である「ルーラル」の導⼊部を精読し、また全体を通読
しておく（予習120分、復習60分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

地⽅消滅論以前の、⽇本の農村、とりわけ国⼟
周辺に位置する地域の存続に関する議論とし
て、「限界集落論」とその背景について整理し
ておく（予習120分、復習60分）。

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第5回 内容 農村へのアプローチ 第20回 内容 ⼈⼝動向についての統計分析を踏まえた演習1

授業時間外におけ 第⼀章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60 授業時間外におけ 地⽅消滅論や限界集落論は⼈⼝減少によって、
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る学修（予習・復
習等）

分） る学修（予習・復
習等）

地⽅⾃治体や地域社会が消滅することを予測し
ている。こうした予測について、具体的な数値
に基づいて、様々な観点から検討し、その結果
を報告できるように準備（予習120分、復習60
分）。

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第6回

内容 農村のイメージ

第21回

内容 ⼈⼝動向についての統計分析を踏まえた演習２

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

第⼆章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60
分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

先回の講義における議論を踏まえ、さらに検討
し報告する準備（予習120分、復習60分）。

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第7回

内容 農村の開発

第22回

内容 国⼟政策の動向の検討

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

第三章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60
分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

農村もしくは国⼟周辺の地域の⼈⼝動向を踏ま
えたうえで、国⼟政策が現在どのような状況に
あるかを確かめ議論する準備（予習120分、復
習60分）。

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第8回

内容 農村の消費

第23回

内容 ｢地域再⽣」論を読む1

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

第四章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60
分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

岡本雅美監修『⾃⽴と連携の農村再⽣論』を通
読し、様々な議論の⽅向性を確認しておく（予
習120分、復習60分）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第9回

内容 農村の発展

第24回

内容 ｢地域再⽣」論を読む2

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

第五章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60
分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

岡本監修の中から最も関⼼ある章について報告
する準備（予習120分、復習60分）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第10回

内容 農村の暮らし

第25回

内容 ｢内発的発展論」を読む1

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

第六章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60
分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⼩⽥切徳美・橋⼝卓也編『内発的農村発展論』
を通読する（予習120分、復習60分）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第11回

内容 農村の演技

第26回

内容 ｢内発的農村発展論」を読む2

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

第七章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60
分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⼩⽥切・橋⼝編について、どのような「農村」
の枠組みに基づいて考察されているかを、前半
部の『ルーラル』を踏まえて考察し、報告する
準備（予習120分、復習60分）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第12回

内容 農村の政策

第27回

内容 ⼈⼝動向についての統計分析を踏まえた演習３

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

第⼋章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60
分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

地⽅や農村への⼈⼝回帰現象を念頭に、地域間
の⼈⼝移動について、統計資料に基づいて検
討、報告する準備（予習120分、復習60分）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第13回

内容 農村の再構築

第28回

内容 ｢⽇本のむら」論を読む1

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

第九章を議論できるように精読しておく（予習120分、復習60
分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

坪井伸広編『現代のむら』を通読し、⽇本にお
ける農村の概念と実態について整理しておく
（予習120分、復習60分）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第14回

内容

⽇本農村についての議論

ここまでの講義内容を踏まえ、⽇本における農村の状況について
考察する際の視座について概説する。

第29回

内容 ｢⽇本のむら」論を読む2

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

英国における農村空間論、農村地理学の⽅法論を踏まえ、⽇本と
の⽐較を、地理学⽅法論、農村の実態などのテーマを設定しなが
ら議論するため、テキストをあらためて再読する（予習180分）

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

坪井伸広編について、事例を取り上げているひ
とつの章を取り上げ精読する。そのうえで取り
上げられた事例に関する情報を集めて検証を試
みる報告の準備（予習120分、復習60分）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第15回

内容 最終報告

第30回

内容 最終報告

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

各⾃の設定したテーマ設定にしたがい、最終レポート報告のため
の準備（予習240分）。

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

⽇本農村の現状について、『ルーラル』の視点
を取り⼊れながら検討する最終報告を⾏う（予
習240分）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し
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最終更新⽇︓2020/02/20

Syllabus
クリックして表⽰・⾮表⽰切り替え

概要

対象年度 年度 2020 期 (週1ｺﾏ)通年 開講時限 ⽔1

開講学部・学科等 ⼤学院

科⽬コード 071005300 科⽬ナンバー

授業名 地理・地域論特論３
英⽂授業名 Special Studies in Geography ant Regional Studies 3

担当教員 鈴⽊ 毅彦

授業形態
講義

e-learning利⽤ その他︓

担当形態 単独

関連する授業

なし．

当科⽬履修前に履修して
おくことが望ましい科⽬

後続関連授業

教職課程科⽬

テーマ・キーワード ⽕⼭灰編年学から地形学、第四紀学、⽕⼭学、考古学、⽕⼭防災を考える

授業の概要・ねらい

⽕⼭噴⽕史とともに⽕⼭灰編年学の実践を学ぶことを⽬標とします。⽕⼭灰編年学の基礎をはじめとして、地形学、第四紀学、⽕⼭学、考古学、⽕⼭防
災等の各分野で⽕⼭灰編年学がどの様に利⽤されているかを理解してもらいます。また、その基礎的な⼿法を会得するために、室内にて何回かの作業を
⾏います。主に講義形式で授業を⾏いますが、実習やビデオを⽤いた授業も⾏います。さらに受講者の⼈数や時間等の調整がつけば、野外にて⽕⼭灰の
観察を⾏います。 

到達⽬標 地形学、第四紀学、⽕⼭学、考古学、⽕⼭防災等の各分野で⽕⼭灰編年学がどの様に利⽤されているかを理解すること．

教科書と準備するもの 教科書は定めません。授業中にプリントを配付します。

参考書
参考書として以下を指定します． 
「デジタルブック最新第四紀学」、⽇本第四紀学会50周年電⼦出版編集委員会編，⽇本第四紀学会． 
「防災・減災につなげるハザードマップの活かし⽅」鈴⽊康弘編, 岩波書店. 

評価の基準 講義内容の理解度。

具体的評価⽅法 授業期間中に⾏なう簡単な作業，レポート，討論内容に基づき評価します。

授業評価アンケート
フィードバック・

受講⽣へメッセージ
受講⽣の意⾒を汲み取ってよりわかりやすい授業にしたいと思いますので、授業では積極的に意⾒を表明してください。

単位互換

特記

授業計画

第1回

内容 講義の概要・⽬的・進め⽅の説明と参考書の紹介

第16回

内容 ⽕⼭灰を⽤いた⼭地と盆地の地形発達

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
とくになし．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第2回

内容
⽕⼭の爆発的噴⽕とそれがもたらす⽕⼭灰︓その1
ハワイ式噴⽕とストロンボリ式噴⽕̶富⼠⼭･伊⾖⼤島を例に̶

第17回

内容 ⽕⼭噴⽕と地形災害

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第3回

内容
⽕⼭の爆発的噴⽕とそれがもたらす⽕⼭灰︓その2
ブルカノ式噴⽕̶桜島⽕⼭・浅間⽕⼭などを例に̶

第18回

内容 ⽕⼭灰の記載と分析の考え⽅︓野外編

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 特に無し

第4回

内容
⽕⼭の爆発的噴⽕とそれがもたらす⽕⼭灰︓その3
プリニー式噴⽕と降下テフラ̶箱根，⾚城⽕⼭などを例に̶

第19回

内容 ⽕⼭灰の記載と分析の考え⽅︓室内編

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 特に無し

第5回

内容
⽕⼭の爆発的噴⽕とそれがもたらす⽕⼭灰︓その4
⼩規模な⽕砕流

第20回

内容
室内における⽕⼭灰の観察︓その1
⽕⼭灰の洗浄⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第6回
内容

⽕⼭の爆発的噴⽕とそれがもたらす⽕⼭灰︓その5
⼤規模な⽕砕流とカルデラ⽕⼭

第21回
内容

室内における⽕⼭灰の観察︓その2
実体顕微鏡による鉱物の観察⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

講義のノートを整理する． 授業時間外におけ
る学修（予習・復

講義のノートを整理する．
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習等） 習等）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第7回

内容 ⽕⼭灰から編む⽕⼭噴⽕史

第22回

内容
室内における⽕⼭灰の観察︓その3
⽕⼭灰の各種分析⽅法

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し

第8回

内容
⽕⼭灰を⽤いた地形の編年︓その1
関東平野の台地と低地

第23回

内容 ⽕⼭地形︓成層⽕⼭の形成と⼭体崩壊

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．⾃⾝の居住地の地形を確認する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 特に無し

第9回

内容
⽕⼭灰を⽤いた地形の編年︓その2
関東平野の丘陵地形

第24回

内容
⽕⼭灰から編む⽕⼭噴⽕史︓その1
⽇本各地の成層⽕⼭

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 特に無し

第10回

内容
⽕⼭灰を⽤いた地形の編年︓その3
⽴川断層帯の変位地形

第25回

内容
⽕⼭灰から編む⽕⼭噴⽕史︓その2
富⼠⽕⼭と箱根⽕⼭

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 地図帳を持参

第11回

内容
⽕⼭灰を⽤いた地形の編年︓その4
氷期・間氷期サイクルと⽇本列島の海成段丘

第26回

内容
⽕⼭灰から編む⽕⼭噴⽕史︓その3
⽇本列島各地のカルデラ⽕⼭

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 地図帳を持参

第12回

内容
⽕⼭灰を⽤いた地形の編年︓その5
氷期・間氷期サイクルと⽇本列島の河成段丘

第27回

内容 ⽕⼭灰と考古学︓⾃然災害と考古学

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 特に無し

第13回

内容
⽕⼭灰を⽤いた堆積物の編年︓その1
関東平野に分布する上総層群・下総層群

第28回

内容
⽕⼭灰と考古学︓考古学に⽕⼭灰編年を適⽤す
る

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 特に無し

第14回

内容
⽕⼭灰を⽤いた堆積物の編年︓その2
関東平野地下に伏在する上総層群・下総層群

第29回

内容 世界の⽕⼭灰研究の紹介

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 地図帳を持参 授業実施特記 地図帳を持参

第15回

内容
⽕⼭灰を⽤いた堆積物の編年︓その3
⽇本列島各地に分布する上総層群相当の堆積物

第30回

内容 ⽕⼭灰から予測する将来の地球

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業時間外におけ
る学修（予習・復

習等）
講義のノートを整理する．

授業実施特記 特に無し 授業実施特記 特に無し
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